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ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ

　外形寸法について

■外形寸法

寸法表

全長 取付ピッチ
Ａ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ）

３スロットタイプ 260 245
５スロットタイプ 330 315

８スロットタイプ 435 420

基本マザーボード、増設マザーボードとも
外形寸法は同じです。

寸法表

全長 取付ピッチ
Ｌ１（ｍｍ） Ｌ２（ｍｍ）

５モジュール 140 130
７モジュール 209 199
９モジュール 265 255
１２モジュール 349 339

１４モジュール 405 395

図は７モジュールタイプです。５モジュール
タイプには増設コネクタがありません。

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ
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ＦＰ１０ＳＨ
増設マザーボードを３枚まで増設できます

各ボード間最大３ｍ、総延長最大９ｍ
（長距離設定時は
　各ボード間最大１５ｍ、総延長３０ｍ）

ＦＰ３
増設マザーボードを２枚まで増設できます

各ボード間最大２５ｍ、総延長最大４０ｍ

ＦＰ３基本マザーボード ３スロット用 ＡＦＰ３５０５（－Ｆ）
５スロット用 ＡＦＰ３５０１（－Ｆ）

８スロット用 ＡＦＰ３５０２（－Ｆ）

ＦＰ３増設マザーボード ３スロット用 ＡＦＰ３５０６（－Ｆ）

５スロット用 ＡＦＰ３５０３（－Ｆ）

８スロット用 ＡＦＰ３５０４（－Ｆ）

ＦＰ３増設ケーブル ５０ｃｍ ＡＦＰ３５１０
１ｍ ＡＦＰ３５１１
３ｍ ＡＦＰ３５１３
１０ｍ ＡＦＰ３５１１０
１５ｍ ＡＦＰ３５１１５

２５ｍ ＡＦＰ３５１２５

　マザーボードの選定

■マザーボード

ＦＰ３、１０ＳＨとＦＰ２、２ＳＨではマザーボードの仕様表現が異なります。

ＦＰ３、１０ＳＨの場合は、電源とＣＰＵを除いたユニットの装着数を『スロット数』として表現します。ＦＰ２、２ＳＨでは電源とＣ
ＰＵを含めた全ユニットの装着数を『モジュール数』として表現します。またＦＰ２、２ＳＨの場合、電源ユニット他で２モジュー
ル分占有するユニットもあります。

ＦＰ３基本マザーボード８スロット用 ＦＰ３増設マザーボード８スロット用

ＦＰ２マザーボード１２モジュール

マザーボードの選定

ＦＰ３は合計最大２４スロット、ＦＰ１０ＳＨは合計最大３２スロット、ＦＰ２とＦＰ２ＳＨは合計最大２５モジュール（電源、ＣＰＵ除
く）、各ユニットの装着ができます。使用ユニット数に応じたマザーボード構成を選択して下さい。モジュール数が足りない
ときは、リモートＩ／Ｏ、ＰＣリンク等をご検討下さい。

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ
マザーボードは１枚のみ増設できます。

ボード間０．６ｍ

５モジュールタイプ（基本用） ＡＦＰ２５００５

７モジュールタイプ（基本・増設共用） ＡＦＰ２５００７

９モジュールタイプ（基本・増設共用） ＡＦＰ２５００９

１２モジュールタイプ（基本・増設共用）ＡＦＰ２５０１２
１４モジュールタイプ（基本・増設共用）ＡＦＰ２５０１４

増設ケーブル ６０ｃｍ ＡＦＰ２５１０
２ｍ 発売予定
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　電源ユニットの選定

■電源ユニット
電源ユニットはマザーボードに装着されたユニット等の消費電流合計値を考慮して選択をして下さい。ＦＰ３、１０ＳＨで電
源ユニットのＤＣ２４Ｖ外部供給電源を使用していた場合は別途直流電源をご準備下さい。

ＦＰ３、１０ＳＨ電源ユニット

ＦＰ２、２ＳＨ電源ユニット

ＦＰ２、２ＳＨ各ユニット消費電流
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　ＣＰＵユニットの選定①

■ＦＰ３ＣＰＵ→ＦＰ２ＣＰＵ

使用している機能
カレンダタイマ
ＲＯＭ運転（ＥＰ－ＲＯＭ）
ＲＯＭ運転（Ｆ－ＲＯＭ）
コメント
サンプリングトレース

生産終了品 ＦＰ２への置き換え
ＡＦＰ３２１０ － ＡＦＰ２２１１

○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ２２０５
ＡＦＰ３２１１ － － － ＡＦＰ２２１１

－ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６
－ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１
－ ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０２
○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ２２０５
○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５

ＡＦＰ３２１２ ＡＦＰ２２１１
ＡＦＰ３２１０Ｃ（－Ｆ） － － － ＡＦＰ２２１１

－ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ２２０４
－ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１
○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５

ＡＦＰ３２１１Ｃ（－Ｆ） － － － － － ＡＦＰ２２１１
－ － － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６
－ － － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１
－ － － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０２
－ － ○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ２２０４
－ － ○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６　＋ＡＦＰ２２０４
－ － ○ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
－ － ○ ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
－ ○ － － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ２２０５
－ ○ － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６　＋ＡＦＰ２２０５
－ ○ － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
－ ○ － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ － － － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１
○ － － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０２
○ － － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１
○ － － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０２
○ － ○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ － ○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ － ○ ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ － ○ ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ ○ － － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５

ＡＦＰ３２１２Ｃ（－Ｆ） － ＡＦＰ２２１１
○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１

ＡＦＰ３２２０Ｃ（－Ｆ） － － － － ＡＦＰ２２１１　（＋ＡＦＰ２２０６　※１）
－ － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６
－ － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７（ｏｒＡＦＰ２２０６　※１）　＋ＡＦＰ２２０４
－ － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６　＋ＡＦＰ２２０４
－ ○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０７（ｏｒＡＦＰ２２０６　※１）　＋ＡＦＰ２２０５
－ ○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０６　＋ＡＦＰ２２０５
○ － － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０１（ｏｒＡＦＰ２２０２　※１）
○ － － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０２
○ － ○ － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ － ○ ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０４
○ ○ － － ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５
○ ○ － ○ ＡＦＰ２２１１　＋ＡＦＰ２２０３　＋ＡＦＰ２２０５

使用している機能の確認に時間を費やしたくない場合はＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０３で選択して下さい。ほぼ全ての機能が
カバーできます。ＲＯＭ運転の場合のみ別途ＲＯＭが必要です。下表はコストを考慮した置き換えを行うときにご参照下さ
い。　　　　　　　※１は使用しているプログラムサイズとＦＬ（ファイルレジスタ）の容量が大きい場合になります。
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　ＣＰＵユニットの選定②

■ＦＰ１０ＳＨＣＰＵ→ＦＰ２ＳＨＣＰＵ

制限事項
ＩＣカードを使用している場合、ＦＰ２ＳＨではスモールＰＣカードになります。ＩＣカードは市販電池（ＣＲ２０２５）でメモリバック
アップをしていますが、スモールＰＣカードは２次電池を内蔵しているので、初めて使用するときは、２４時間以上の通電を
行って下さい（フル充電）。フル充電状態でのメモリ保持時間は約３ヶ月（２５℃）です。

ＦＰ２ＳＨはトレース機能を搭載していません。接点やデータの履歴が必要な場合は、ラダープログラムの追加作成が必要
です。

ＦＰ２ＳＨのスモールＰＣカード対応タイプはＲＯＭソケットのオプションを付加できません。内蔵のF-ROMを使用する事にな
ります。

使用している機能
増設メモリ９０Ｋ
増設メモリ３０Ｋ
ＲＯＭ運転（ＥＰ－ＲＯＭ）
ＲＯＭ運転（Ｆ－ＲＯＭ）
ＩＣカード

生産終了品 ＦＰ２ＳＨへの置き換え
ＡＦＰ６２１１（Ｖ３） － － － － － ＡＦＰ２２３１
ＡＦＰ６２２１（Ｖ３） － － － － ○ ＡＦＰ２２３５　＋ＡＩＣ５２０００

－ － － ○ － ＡＦＰ２２３１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ５２０８
－ － ○ － － ＡＦＰ２２３１　＋ＡＦＰ２２０７　＋ＡＦＰ５２０９
－ ○ － － － ＡＦＰ２２３５
－ ○ － － ○ ＡＦＰ２２３５　＋ＡＩＣ５２０００
－ ○ － ○ － ＡＦＰ２２３５　（※内蔵Ｆ－ＲＯＭ使用）
－ ○ ○ － － ＡＦＰ２２３５　（※内蔵Ｆ－ＲＯＭ使用）
○ － － － － ＡＦＰ２２５５
○ － － － ○ ＡＦＰ２２５５　＋ＡＩＣ５２０００
○ － － ○ － ＡＦＰ２２５５　（※内蔵Ｆ－ＲＯＭ使用）
○ － ○ － － ＡＦＰ２２５５　（※内蔵Ｆ－ＲＯＭ使用）

■ＦＰ３、１０ＳＨ　ＣＰＵ置き換えにおける共通の注意事項

ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ→ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨに置き換えを行った場合、リチウム電池によるメモリバックアップ時間が短くなります。
バッテリのメンテナンスにご注意下さい。各機種でのメモリバックアップ時間は以下の通りです。

実使用値
ＡＦＰ３２１１Ｃ（－Ｆ） １０，０００時間以上 約２２，０００時間
ＡＦＰ３２２０Ｃ（－Ｆ） １０，０００時間以上 約２２，０００時間
ＡＦＰ３２１０Ｃ（－Ｆ） １７，０００時間以上 約３４，０００時間
ＡＦＰ３２１２Ｃ（－Ｆ） １７，０００時間以上 約３４，０００時間
ＡＦＰ３２１１ ５，８００時間以上 約２２，０００時間
ＡＦＰ３２１０ １１，２００時間以上 約４０，０００時間
ＡＦＰ３２１２ １１，２００時間以上 約４０，０００時間

実使用値
ＡＦＰ２２１１のみ １０，０００時間以上 約１３，０００時間
ＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０１ ９，０００時間以上 約１２，０００時間
ＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０２ ８，０００時間以上 約１２，０００時間
ＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０３ ８，０００時間以上 約１２，０００時間
ＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０６ ８，５００時間以上 約１２，５００時間
ＡＦＰ２２１１＋ＡＦＰ２２０７ １０，０００時間以上 約１３，０００時間

実使用値
ＡＦＰ６２１１（Ｖ３） ９，５００時間以上 約５７，０００時間
ＡＦＰ６２１１（Ｖ３）＋増設メモリ ７，６００時間以上 約４４，０００時間
ＡＦＰ６２２１（Ｖ３） ４，８００時間以上 約２９，０００時間
ＡＦＰ６２２１（Ｖ３）＋増設メモリ ４，３００時間以上 約２５，０００時間

実使用値
ＡＦＰ２２３１ ３，５００時間以上 約３１，０００時間
ＡＦＰ２２３５ ３，５００時間以上 約３１，０００時間
ＡＦＰ２２５５ ３，５００時間以上 約３１，０００時間

ＦＰ３ ＦＰ２

ＦＰ１０ＳＨ ＦＰ２ＳＨ
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
種類 点数 接続方式 主な仕様 品番 品番 接続注意点 注意点

１６点 端子台 １２－２４ＶＤＣ
±コモン

ＡＦＰ３３０２３－Ｆ

→

ＡＦＰ２３０２３ Ｍ３．５ネジ→Ｍ３ネジ
端子配列は同じ

ＯＦＦ→ＯＮ　：１．５ｍｓ→０．２ｍｓ
ＯＮ→ＯＦＦ　：２．０ｍｓ→０．２ｍｓ

３２点 コネクタ １２－２４ＶＤＣ
±コモン

ＡＦＰ３３０２４－Ｆ

→

ＡＦＰ２３０６４ ＭＩＬ規格コネクタ
２０Ｐ×２　→　４０Ｐ×１
２０Ｐの端子配列を２つ並べた端子
配置
１６点／１コモン→３２点／１コモン
（バラ線用コネクタ同梱）

２４ＶＤＣ専用　※１
ＯＦＦ→ＯＮ　：１．５ｍｓ→０．２ｍｓ
ＯＮ→ＯＦＦ　：２．０ｍｓ→０．３ｍｓ

コネクタ ５ＶＤＣ
±コモン

ＡＦＰ３３０１４－Ｆ

→

－

６４点 コネクタ ２４ＶＤＣ
±コモン
高速応答タイプ

ＡＦＰ３３０６８－Ｆ

→

ＡＦＰ２３０６７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

ＯＦＦ→ＯＮ　：０．１ｍｓ→０．２ｍｓ
ＯＮ→ＯＦＦ　：０．３ｍｓ→０．３ｍｓ

コネクタ １２－２４ＶＤＣ
±コモン
高速応答タイプ

ＡＦＰ３３０２８－Ｆ

→

ＡＦＰ２３０６７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

２４ＶＤＣ専用　※１
ＯＦＦ→ＯＮ　：０．１ｍｓ→０．２ｍｓ
ＯＮ→ＯＦＦ　：０．３ｍｓ→０．３ｍｓ

６４点 コネクタ １２－２４ＶＤＣ
±コモン

ＡＦＰ３３０２７－Ｆ

→

ＡＦＰ２３０６７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

２４ＶＤＣ専用　※１
ＯＦＦ→ＯＮ　：１．５ｍｓ→０．２ｍｓ
ＯＮ→ＯＦＦ　：２．０ｍｓ→０．３ｍｓ

コネクタ ５ＶＤＣ
±コモン

ＡＦＰ３３０１７－Ｆ

→

－

８点 端子台 １００
－１２０ＶＡＣ

ＡＦＰ３３０４１

→

－

端子台 ２００
－２４０ＶＡＣ

ＡＦＰ３３０５１

→

－

１６点 端子台 １００
－１２０ＶＡＣ

ＡＦＰ３３０４３

→

－

端子台 ２００
－２４０ＶＡＣ

ＡＦＰ３３０５３

→

－

※１　１２ＶＤＣ入力はご相談下さい

Ｄ
Ｃ
入
力

Ａ
Ｃ
入
力

ＰＣターミナル（ＡＹ１００４０４＋ＡＱＣ１４５×８＋ケーブル）等でＤＣ入力に変換
してＡＦＰ２３０２３（１６点入力）で取り込んで下さい。

ＰＣターミナル（ＡＹ１００４０５＋ＡＱＣ１４５×８＋ケーブル）等でＤＣ入力に変換
してＡＦＰ２３０２３（１６点入力）で取り込んで下さい。

ＰＣターミナル（ＡＹ１００５０４＋ＡＱＣ１４５×１６＋ケーブル）等でＤＣ入力に変
換してＡＦＰ２３０２３（１６点入力）で取り込んで下さい。

ＰＣターミナル（ＡＹ１００５０５＋ＡＱＣ１４５×１６＋ケーブル）等でＤＣ入力に変
換してＡＦＰ２３０２３（１６点入力）で取り込んで下さい。

ご相談下さい

ご相談下さい

　入出力ユニットの選定①

■入力ユニット
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
種類 点数 接続方式 主な仕様 品番 品番 接続注意点 注意点

Ｄ
Ｃ
入
力

リ
レ
ー
出
力

入力
８点
出力
８点

端子台 入力：
１２－２４ＶＤＣ
±コモン
出力：
２Ａ

ＡＦＰ３３２２３

→

－

Ｄ
Ｃ
入
力

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
Ｎ
Ｐ
Ｎ 入力

３２点
出力
３２点

コネクタ 入力：
１２－２４ＶＤＣ
±コモン
出力：
ＮＰＮ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３４２８

→

ＡＦＰ２３４６７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

入力２４ＶＤＣ専用　※１
入力ＯＦＦ→ＯＮ　：０．１ｍｓ→０．２ｍｓ

Ｄ
Ｃ
入
力

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
Ｐ
Ｎ
Ｐ 入力

３２点
出力
３２点

コネクタ 入力：
１２－２４ＶＤＣ
±コモン
出力：
ＰＮＰ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３５２８

→

ＡＦＰ２３５６７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

入力２４ＶＤＣ専用　※１
入力ＯＦＦ→ＯＮ　：０．１ｍｓ→０．２ｍｓ

※１　１２ＶＤＣ入力はご相談下さい

ＡＦＰ２３０２３（１６点入力）＋ＡＦＰ２３１０３（１６点リレー出力）でご検討下さい。

ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
種類 点数 接続方式 主な仕様 品番 品番 接続注意点 注意点

１６点 端子台 ２Ａリレー
ソケットなし

ＡＦＰ３３１０３－Ｆ

→

ＡＦＰ２３１０３ Ｍ３．５ネジ→Ｍ３ネジ
端子配列は同じ

端子台 ２Ａリレー
ソケット付

ＡＦＰ３３２０３－Ｆ

→

ＡＦＰ２３１０３ Ｍ３．５ネジ→Ｍ３ネジ
端子配列は同じ

リレーソケットなし

１６点 端子台 ＮＰＮ
５－２４ＶＤＣ
０．５Ａ

ＡＦＰ３３４８３－Ｆ

→

ＡＦＰ２３４０３ Ｍ３．５ネジ→Ｍ３ネジ
端子配列は同じ

ヒューズなし

３２点 コネクタ ＮＰＮ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３４８４－Ｆ

→

ＡＦＰ２３４０４ ＭＩＬ規格コネクタ
２０Ｐ×２　→　４０Ｐ×１
２０Ｐの端子配列を２つ並べた端子
配置
１６点／１コモン→３２点／１コモン
（バラ線用コネクタ同梱）

６４点 コネクタ ＮＰＮ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３４８７－Ｆ

→

ＡＦＰ２３４０７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

１６点 端子台 ＰＮＰ
５－２４ＶＤＣ
０．５Ａ

ＡＦＰ３３５８３－Ｆ

→

ＡＦＰ２３５０３ Ｍ３．５ネジ→Ｍ３ネジ
端子配列は同じ

ヒューズなし
最大突入電流
：５Ａ１００ｍｓ以下→３Ａ１０ｍｓ以下

３２点 コネクタ ＰＮＰ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３５８４－Ｆ

→

ＡＦＰ２３５０４ ＭＩＬ規格コネクタ
２０Ｐ×２　→　４０Ｐ×１
２０Ｐの端子配列を２つ並べた端子
配置
１６点／１コモン→３２点／１コモン
（バラ線用コネクタ同梱）

６４点 コネクタ ＰＮＰ
５－２４ＶＤＣ
０．１Ａ

ＡＦＰ３３５８７－Ｆ

→

ＡＦＰ２３５０７ 同一コネクタ
△マークを基準に端子配列も同じ
（バラ線用コネクタ同梱）

ト
ラ
イ
ア
ッ
ク
出
力

１６点 端子台 トライアック
１００
－２００ＶＡＣ
０．５Ａ

ＡＦＰ３３７０３

→

－

リ
レ
ー
出
力

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
Ｎ
Ｐ
Ｎ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
Ｐ
Ｎ
Ｐ

ＡＦＰ２３１０３でＤＣ出力しＰＣターミナル（ＡＹ１０２５０２＋ＡＱＣ２１４（ＳＳＲ）×
１６＋ケーブル）等で出力して下さい。
※ＡＦＰ２３５０４（トランジスタ出力３２点）で置き換えする場合はＰＣターミナル
との専用ケーブルがあります（ＡＹ１５６３３　ケーブル長１ｍ）。このケーブル１
本でＰＣターミナルを２個接続できます（３２点分）。

　入出力ユニットの選定②

■出力ユニット

■入出力混合ユニット
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

割
り
込
み
ユ
ニ
ッ
ト

■入力点数
８点
■入力電圧
１２～２４ＶＤＣ
■接続方式
端子台
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６

ＡＦＰ３４５２

→

高速カウンタ
ユニット

ＡＦＰ２４４１

■入力点数
　８点
■入力電圧
　２４ＶＤＣ
■接続方式
　ＭＩＬコネクタ４０Ｐ
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力３２／出力３２

・ＦＰ２は割り込みと高速カウンタの機能
が混在したユニットになります。
・プログラムは同じですが、設定方法が
異なります。
モード設定ＳＷ　→　モードＢ
共有メモリ　→　入力端子、割り込み発
生条件の設定
・入力電圧が２４ＶＤＣのみになります。
※１２ＶＤＣ入力はご相談下さい。

高
速
カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト

■カウンタ点数（品番別）
１ｃｈ　ｏｒ　２ｃｈ
■入力電圧
５～２４ＶＤＣ
■計数範囲
２４ビット符号付
■最高計数速度
１００ｋｃｐｓ
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

ＡＦＰ３６２１
　（１ｃｈ）
ＡＦＰ３６２２
　（２ｃｈ）

→

高速カウンタ
ユニット

ＡＦＰ２４４１

■カウンタ点数
　４ｃｈ
■入力電圧
　２４ＶＤＣ
■計数範囲
　３２ビット符号付
■最高計数速度
　２００ｋＨｚ
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力３２／出力３２

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
・入力電圧が２４ＶＤＣになります。入力
機器の見直しが必要です。
※５－１２ＶＤＣ入力はご相談下さい。

パ
ル
ス
出
力
ユ
ニ
ッ
ト

■パルス出力点数
２点
■出力周波数
２００Ｈｚ～４０ｋＨｚ
起動速度、最高速度、加減速
時間をボリュームで設定
■計数範囲
２４ビット符号付
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

ＡＦＰ３４８０

→

パルス入出力
ユニット

ＡＦＰ２４４２

■パルス出力点数
　４点
■出力周波数
　１Ｈｚ～１００ｋＨｚ
■計数範囲
　３２ビット符号付
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力３２／出力３２

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
・加減速は階段状になります。ステッピ
ングモータで脱調の可能性があるときは
ＦＰ２位置決めユニットをご検討下さい。
・あらかじめ用意された原点復帰機能は
ありません。原点復帰ラダープログラム
が必要です。

　高機能ユニット①

■割り込み、高速カウンタ、パルス出力
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

位
置
決
め
ユ
ニ
ッ
ト
Ｅ
タ
イ
プ

■制御軸数（品番別）
１軸　ｏｒ　２軸
■位置決め点数
各軸５０点
■位置指令
２４ビット符号付
■最高出力周波数
２００ｋｐｐｓ
■占有Ｉ／Ｏ点数（品番別）
入力１６／出力１６（１軸）
入力３２／出力３２（２軸）
■ティーチングユニット対応

ＡＦＰ３４３１Ｅ
　（１軸）

ＡＦＰ３４３２Ｅ
　（２軸）

→

位置決め
ユニット
多機能タイプ

ＡＦＰ２４３２

■制御軸数
　２軸
■位置決め点数
　ラダープログラムによる
■位置指令
　３２ビット符号付
■最高出力周波数
　５００ｋｐｐｓ
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力３２／出力３２
■ティーチングユニットはありません

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
・ユニット本体で位置決めデータ記憶の
機能はないのでＣＰＵのラダープログラ
ムによる位置決めデータ管理が必要で
す。
・ティーチングユニットはありません。タッ
チパネル等の機器を活用してラダープ
ログラムでの対応になります。

位
置
決
め
ユ
ニ
ッ
ト
Ｆ
タ
イ
プ

→

位置決め
ユニット
多機能タイプ

ＡＦＰ２４３２
　Ｔｒ出力２軸

ＡＦＰ２４３３
　Ｔｒ出力４軸

ＡＦＰ２４３４
ラインドライバ
２軸

ＡＦＰ２４３５
ラインドライバ
４軸

■制御軸数（品番別）
　２軸、４軸
■位置決め点数
　ラダープログラムによる
■位置指令
　３２ビット符号付
■補完機能
　対応なし
■単位指定対応
　対応なし
■最高出力周波数
　５００ｋｐｐｓ（Ｔｒ出力）
　４ＭＰＰＳ（ラインドライバ）
■バックラッシュ補正
　対応なし
■誤差補正
　対応なし
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力３２／出力３２（２軸）
　入力６４／出力６４（４軸）
■ティーチングユニットはありません

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
・補間機能はありません。
・ユニット本体で位置決めデータ記憶の
機能はないのでＣＰＵのラダープログラ
ムによる位置決めデータ管理が必要で
す。
・ティーチングユニットはありません。タッ
チパネル等の機器を活用してラダープ
ログラムでの対応になります。

→

新位置決め
ユニット

品番未定
２００６年７月
発売予定

■制御軸数（品番別）
４軸、８軸
■位置決め点数
各軸２５０点
■位置指令
３２ビット符号付
■補間機能
直線補間、円弧補間
■単位指定対応
対応なし
■最高出力周波数
４Mｐｐｓ相当以上
■バックラッシュ補正
対応なし
■誤差補正
対応なし
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１２８／出力１２８
■ティーチングユニット対応
対応なし

・パラメータ、位置決めデータ設定用
ツールソフト対応
・単位指定、バックラッシュ補正、誤差補
正は未対応で、パルス設定のみの対応
です。
・ティーチングユニットはありません。タッ
チパネル等の機器を活用してラダープ
ログラムでの対応になります。

■制御軸数（品番別）
１軸、２軸、３軸
■位置決め点数
各軸４００点
■位置指令
２４ビット符号付
■補間機能（２軸、３軸）
直線補間、円弧補間
■単位指定対応
ｍｍ、ｉｎ、ｄｅｇ
■最高出力周波数
４００ｋｐｐｓ
■バックラッシュ補正
■誤差補正
■占有Ｉ／Ｏ点数（品番別）
入力１６／出力１６（１軸）
入力３２／出力３２（２、３軸）
■ティーチングユニット対応

ＡＦＰ３４３１
　（Ｔｒ出力１軸）

ＡＦＰ３４３４
　（ラインドライバ
　　／Ｔｒ出力１軸）

ＡＦＰ３４３２
　（Ｔｒ出力２軸）

ＡＦＰ３４３５
　（ラインドライバ
　　／Ｔｒ出力２軸）

ＡＦＰ３４３６
　　（ラインドライバ
　　／Ｔｒ出力３軸）

　高機能ユニット②

■位置決め
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■ＡＤ変換

　高機能ユニット③

ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

Ａ
Ｄ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト
Ｇ
タ
イ
プ

■入力点数
８点
■入力レンジ
品番毎に固定
■分解能
１／８０００
■変換速度
２０ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
１６（０設定可）

ＡＦＰ３４０２
　±１０Ｖ

ＡＦＰ３４０３
　１～５Ｖ

ＡＦＰ３４０５
　４～２０ｍＡ →

ＡＦＰ２４００Ｌ ■入力点数
　８点
■入力レンジと分解能
　一括またはチャンネル単位で設定
　±１０Ｖ（１／６５５３６）
　１～５Ｖ（１／１３１０７）
　±２０ｍＡ（１／３２７６８）
　４～２０ｍＡ（１／１３１０７）
■変換速度
　５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
　非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力１２８

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＸ（入力）
　分解能　換算プログラム追加
・入力レンジの混在が可能

Ａ
Ｄ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト
Ｉタ
イ
プ

■入力点数
８点
■入力レンジ
品番毎で２種類
チャンネル単位でＳＷによる切
替
■分解能
１／８０００
■変換速度
２０ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
１６（０設定可）

ＡＦＰ３４０６
　１～５Ｖ
　／４～２０ｍＡ

ＡＦＰ３４０７
　０～５Ｖ
　／０～２０ｍＡ

ＡＦＰ３４０８
　±１０Ｖ
　／±２０ｍＡ

→

ＡＦＰ２４０１ ■入力点数
　８点
■入力レンジと分解能
　一括またはチャンネル単位で設定
　±１０Ｖ（１／６５５３６）
　１～５Ｖ（１／１３１０７）
　±１００ｍＶ（１／６５５３６）
　熱電対（９レンジ）
　測温抵抗体（５レンジ）
■変換速度
　５ｍｓ／チャンネル（電圧絶縁時）
■チャンネル間絶縁
　絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力１２８

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＸ（入力）
　分解能　換算プログラム追加
・入力レンジ混在時は共有メモリで設定
・電流入力時は外部抵抗（付属）を使用
して電圧変換して取込を行う

Ａ
Ｄ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト
Ｃ
タ
イ
プ

■入力点数
４点
■入力レンジと分解能
ＳＷによる切替
電圧と電流は入力端子別
ー１０～＋１０Ｖ（１／４０００）
ー２０～＋２０ｍＡ（１／２０００）
または
１～５Ｖ（１／４０００）
４～２０ｍＡ（１／４０００）
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
非絶縁
■平均処理機能
３～４０００回
■警報信号機能
あり
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６

ＡＦＰ３４００

→

ＡＦＰ２４００Ｌ ■入力点数
　８点
■入力レンジと分解能
　一括またはチャンネル単位で設定
　±１０Ｖ（１／６５５３６）
　１～５Ｖ（１／１３１０７）
　±２０ｍＡ（１／３２７６８）
　４～２０ｍＡ（１／１３１０７）
■変換速度
　５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
　非絶縁
■平均処理機能
　３～６４回
■警報信号機能
なし
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力１２８

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＸ（入力）
　分解能　換算プログラム追加
　警報信号使用時　プログラム追加
　平均処理６５回以上で使用している
　ときはプログラム追加が必要
・入力レンジの混在が可能
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

熱
電
対
入
力
ユ
ニ
ッ
ト

■入力点数
４点
■センサタイプと温度範囲
Ｋタイプ　０～１０００℃
Ｊタイプ　０～６００℃
■レンジと分解能
０～２００℃
０～４００℃
０～６００℃
０～１０００℃（Ｋタイプのみ）
分解能は１／４０００
■変換速度
５００ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
絶縁
■平均処理機能
５回
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６

ＡＦＰ３４２０

→

ＡＦＰ２４０１ ■入力点数
　８点
■センサタイプと温度範囲（レンジ）
　Ｊタイプ　ー２００～７５０℃
　Ｊタイプ　ー１００～４００℃
　Ｋタイプ　ー２００～１２００℃
　Ｋタイプ　ー２００～１０００℃
　Ｋタイプ　ー１００～６００℃
他　Ｓ、Ｔ、Ｒ、Ｎタイプ、電圧、測温抵
抗体に対応
■分解能
　０．１℃単位
■変換速度
　２０ｍｓ／チャンネル（絶縁時）
■チャンネル間絶縁
　絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力１２８

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＸ（入力）
　分解能　換算プログラム追加
・入力レンジの混在が可能

測
温
抵
抗
体
入
力
ユ
ニ
ッ
ト

■入力点数
４点
■センサタイプと温度範囲
Ｐｔ１００　ー１００～２００℃
ＪＰｔ１００　ー１００～２００℃
■レンジと分解能
ー１００～２００℃
ー１００～５０℃
ー５０～１００℃
ー２０～８０℃
５０～２００℃
分解能は１／４０００
■変換速度
６０ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
非絶縁
■平均処理機能
５回
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６

ＡＦＰ３４２１

→

ＡＦＰ２４０２ ■入力点数
　８点
■センサタイプと温度範囲（レンジ）
　Ｐｔ１００　ー２００～６５０℃
　Ｐｔ１００　ー１００～２００℃
　ＪＰｔ１００　ー２００～６５０℃
　ＪＰｔ１００　ー１００～２００℃
他　Ｐｔ１０００に対応
■分解能
　０．１℃単位
■変換速度
　２０ｍｓ／チャンネル（絶縁時）
■チャンネル間絶縁
　非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　入力１２８

・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＸ（入力）
　分解能　換算プログラム追加
・入力レンジの混在が可能

　高機能ユニット④

■熱電対入力、測温抵抗体入力
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

Ｄ
／
Ａ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト
Ｉタ
イ
プ

■出力点数（品番別）
２ｃｈ、４ｃｈ
■出力レンジ
品番毎に固定
■分解能
１／４０００
■変換速度
２．５ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
１６（０設定可）

ＡＦＰ３４１７
　４～２０ｍＡ：２ｃｈ

ＡＦＰ３４１６
　１～５Ｖ：２ｃｈ

ＡＦＰ３４１２
　０～５Ｖ：２ｃｈ

ＡＦＰ３４１３
　±１０Ｖ：２ｃｈ

ＡＦＰ３４１９
　４～２０ｍＡ：４ｃｈ

ＡＦＰ３４１８
　１～５Ｖ：４ｃｈ

ＡＦＰ３４１４
　０～５Ｖ：４ｃｈ

ＡＦＰ３４１５
　±１０Ｖ：４ｃｈ

→

ＡＦＰ２４１０ ■出力点数
　４ｃｈ
■出力レンジ
チャンネル単位でＳＷによる切替
０～２０ｍＡ／±１０Ｖ
■分解能
　１／４０９６
■変換速度
　５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
　非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　出力６４

・チャンネル間絶縁になっていません
・レンジのバリエーションが無いので結
果的に分解能が落ちます。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＹ（出力）
　分解能　換算プログラム追加
・出力レンジの混在が可能

Ｄ
／
Ａ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト
Ｃ
タ
イ
プ

■出力点数
２ｃｈ
■出力レンジ
品番毎に２種類
チャンネル単位でＳＷによる切
替
■分解能
１／４０００
■変換速度
４ｍｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６点

ＡＦＰ３４１０
　±１０Ｖ
　／±２０ｍＡ

ＡＦＰ３４１１
　１～５Ｖ
　／４～２０ｍＡ

→

ＡＦＰ２４１０ ■出力点数
　４ｃｈ
■出力レンジ
チャンネル単位でＳＷによる切替
０～２０ｍＡ／±１０Ｖ
■分解能
　１／４０９６
■変換速度
　５００μｓ／チャンネル
■チャンネル間絶縁
　非絶縁
■占有Ｉ／Ｏ点数
　出力６４

・レンジのバリエーションが無いので結
果的に分解能が落ちます。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。
　変換値　共有メモリ→ＷＹ（出力）
　分解能　換算プログラム追加

　高機能ユニット⑤

■ＤＡ変換
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

→

新商品
ＭＣＵ
（マルチコミュ
ニケーション
ユニット）

ＡＦＰ２４６５
　＋
ＡＦＰ２８０３

各種設定はＳＷまたはメモリスイッチ
（ＦＰＷＩＮＧＲまたは命令）で行いま
す。
■インターフェース
通信ブロック方式、２ポート使用可
ＲＳ２３２Ｃ　→　ＡＦＰ２８０３
■伝送速度
３００～２３０４００
■モデム接続時の伝送速度
制限なし
■パリティ　奇数／偶数／なし／０
■ストップビット　１／２
■制御信号　有効／無効（ＣＳ、ＣＤ）
■通信方式　全二重
■外部リセット　なし
■占有Ｉ／Ｏ点数　入力１６／出力１

・モードＳＷでコンピュータリンクに設定
する必要があります。
・局番設定スイッチによる局番設定が必
要です。あわせて相手側機器から送信
されるコマンドの局番も一致させる必要
があります。
・プログラムはほとんど同じです。
・ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＤＡＴ（バイナリ通信）
には対応していません。

従来品
ＣＣＵ
（コンピュー
ターコミュニ
ケーションユ
ニット）

ＡＦＰ２４６２

■インターフェース
ＲＳ２３２Ｃ　×２
■伝送速度（ＳＷ設定）
４８００／９６００／１９２００
■モデム接続時の伝送速度
９６００
■パリティ　奇数固定
■ストップビット　１固定
■制御信号　無効（ＣＳ、ＣＤ）
■通信方式　半二重
■外部リセット　なし
■占有Ｉ／Ｏ点数　１６（０設定可）

・古いシステムで伝送速度の低いモデム
等を使用しているときはモデム等の変更
も必要です。
・プログラムはほとんど同じです。
・ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＤＡＴ（バイナリ通信）
には対応していません。

→

新商品
ＭＣＵ
（マルチコミュ
ニケーション
ユニット）

ＡＦＰ２４６５
　＋
ＡＦＰ２８０３
　＋
ＡＦＰ２８０３

各種設定はＳＷまたはメモリスイッチ
（ＦＰＷＩＮＧＲまたは命令）で行いま
す。
■インターフェース
通信ブロック方式×２
ＲＳ２３２Ｃ　→　ＡＦＰ２８０３
■伝送速度　３００～２３０４００
■データ長　７／８
■パリティ　奇数／偶数／なし／０
■ストップビット　１／２
■制御信号　有効／無効
ＲＳ、ＣＳ　※ＣＤはなし
■始端コード　ＳＴＸ無効／有効
■終端コード
ＣＲ／ＣＲＬＦ／時間／ＥＴＸ
■Ｘパラメータ　なし
■最大メッセージ長
２０４８文字／フレーム
■通信方式　全二重
■外部リセット　なし
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

・モードＳＷで汎用シリアル通信に設定
する必要があります。
・プログラム方法は異なるので見直しが
必要です。

従来品
ＳＤＵ
（シリアルデー
タユニット）

ＡＦＰ２４６０

各種設定はＳＷまたは共有メモリで
行います。
■インターフェース
ＲＳ２３２Ｃ　×２
■伝送速度　３００～１９２００
■データ長　７／８
■パリティ　奇数／偶数／なし
■ストップビット　１／２
■制御信号　無効／有効（ＣＳ、ＣＤ）
■始端コード　ＳＴＸ有効／無効
■終端コード
任意１バイト／ＣＲ／ＣＲＬＦ／ＥＴＸ
■Ｘパラメータ　なし
■最大メッセージ長
５００文字／フレーム
■通信方式　半二重
■外部リセット　なし
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

・プログラムの互換性があります。

Ｃ
Ｃ
Ｕ

（コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
）

各種設定はＳＷで行います。
■インターフェース
ＲＳ２３２Ｃ
■伝送速度
３００～１９２００
■モデム接続時の伝送速度
２４００
■パリティ
奇数／偶数／なし
■ストップビット
１／２
■制御信号
有効／無効（ＣＳ、ＣＤ）
■通信方式
全二重
■外部リセット
あり
■占有Ｉ／Ｏ点数
１６（０設定可）

ＡＦＰ３４６２

Ｓ
Ｄ
Ｕ

（シ
リ
ア
ル
デ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）

各種設定はＳＷで行います。
■インターフェース
ＲＳ２３２Ｃ　×２
■伝送速度
３００～１９２００
■データ長　７／８
■パリティ　奇数／偶数／なし
■ストップビット　１／２
■制御信号
無効／有効（ＣＳ、ＣＤ）
■始端コード　ＳＴＸ有効／無効
■終端コード
任意１バイト／ＣＲ／ＣＲＬＦ／Ｅ
ＴＸ
■Ｘパラメータ　無効／有効
■最大メッセージ長
５００文字／フレーム
■通信方式　半二重
■外部リセット　あり
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

ＡＦＰ３４６０

　高機能ユニット⑥

■コンピュータコミュニケーション、シリアル
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

Ｄ
Ｐ
Ｕ

（デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）

■ＣＰＵ搭載
ＢＡＳＩＣ言語によるプログラム
■インターフェース
ＲＳ２３２Ｃ　×２
■伝送速度
３００／６００／１２００／２４００
／４８００／９６００／１９２００
■データ長　７／８
■パリティ
奇数／偶数／なし
■ストップビット　１／２
■最大バッファ
ＭＡＸ２５５文字／１ＣＯＭ
■通信方式
全二重
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

ＡＦＰ３４６１

→

ＭＣＵ
（マルチコミュ
ニケーション
ユニット）

ＡＦＰ２４６５
　＋
ＡＦＰ２８０３
　＋
ＡＦＰ２８０３

各種設定はＳＷまたはメモリスイッチ
（ＦＰＷＩＮＧＲまたは命令）で行いま
す。
■ＣＰＵ搭載　なし
■インターフェース
通信ブロック方式（選択）
■伝送速度　３００～２３０４００
■データ長　７／８
■パリティ
奇数／偶数／なし／０
■ストップビット　１／２
■制御信号
有効／無効（ＲＳ、ＣＳ）　※ＣＤはな
し
■最大メッセージ長
２０４８文字／フレーム
■通信方式　全二重
■占有Ｉ／Ｏ点数
入力１６／出力１６

・データプロセスユニットは１６ビットＣＰ
Ｕを搭載し、ユニットそのものでＢＡＳＩＣ
言語によるプログラミングが可能です
が、ＦＰ２では相当品がございません。
主に通信インターフェースとして使用さ
れている場合はマルチコミュニケーショ
ンユニットでの代用ができる場合があり
ます。

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｔ
Ｒ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト

■伝送路
２線式ケーブル
■伝送距離（総延長）
ツイストペア　→最大７００ｍ
ＶＣＴＦ　→最大４００ｍ
■伝送速度
０．５Ｍｂｐｓ
■制御Ｉ／Ｏ点数
入力１２８点／出力１２８点
最大使用点数１マスタあたり

ＡＦＰ３７５０

→

マルチワイヤ
リンクユニット

ＡＦＰ２７２０

■伝送路
２線式ケーブル
■伝送距離（総延長）
ツイストペア　→最大７００ｍ
ＶＣＴＦ　→最大４００ｍ
■伝送速度　０．５Ｍｂｐｓ
■制御Ｉ／Ｏ点数
２０４８点（ＦＰ２）
４０９６点（ＦＰ２ＳＨ）
最大使用点数１マスタあたり

・リモートＩ／Ｏシステムで同様のシステ
ム構築が可能です。子局もリモートＩ／Ｏ
用子局になります。
・Ｉ／Ｏの割付方法、使用方法は異なり
ます。
・ＦＰ２（ＳＨ）はＭＥＷＮＥＴ－Ｗと兼用の
ユニットになります。

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｔ
Ｒ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ユ
ニ
ッ
ト

基本仕様は同上 ＡＦＰ８７５２５
　入力４点
ＡＦＰ８７５２１
　入力８点
ＡＦＰ８７５２２
　入力１６点
ＡＦＰ８７５２７
　出力４点
ＡＦＰ８７５２３
　出力８点
ＡＦＰ８７５２４
　出力１６点

ＭＥＷＮＥＴ－
Ｆ
ＦＰＩ／Ｏターミ
ナルユニット

ＡＦＰ８７４２１
　入力８点
ＡＦＰ８７４２２
　入力１６点
ＡＦＰ８７４２３
　出力８点
ＡＦＰ８７４２４
　出力１６点

基本仕様は同上 ・マスタユニットと共に、リモートＩ／Ｏシ
ステムが代替品になります。

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｆ

リ
モ
ー
ト
Ｉ／
Ｏ
マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト

■伝送路
２線式ケーブル
■伝送距離（総延長）
ツイストペア　→最大７００ｍ
ＶＣＴＦ　→最大４００ｍ
■伝送速度
０．５Ｍｂｐｓ
■制御Ｉ／Ｏ点数
２０４８点（ＦＰ３）
４０９６点（ＦＰ１０ＳＨ）
最大使用点数１マスタあたり

ＡＦＰ３７４２

→

マルチワイヤ
リンクユニット

ＡＦＰ２７２０

■伝送路
２線式ケーブル
■伝送距離（総延長）
ツイストペア　→最大７００ｍ
ＶＣＴＦ　→最大４００ｍ
■伝送速度
０．５Ｍｂｐｓ
■制御Ｉ／Ｏ点数
２０４８点（ＦＰ２）
４０９６点（ＦＰ２ＳＨ）
最大使用点数１マスタあたり

・使用方法はほぼ同じです。
・子局も同じです。
・ＦＰ２（ＳＨ）はＭＥＷＮＥＴ－Ｗと兼用の
ユニットになります。モード設定スイッチ
をＦモードにして下さい。

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｆ

リ
モ
ー
ト
Ｉ／
Ｏ

ス
レ
ー
ブ
ユ
ニ
ッ
ト 基本仕様はマスタユニットと同

様
ＡＦＰ３７４５ 他の

ネットワーク
対応品

・リモートＩ／Ｏスレーブユニットは、ＦＰ２
では相当品がございません。
省配線で大量のＩ／Ｏデータ等を伝送す
る場合は、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ他のリンクユ
ニットをご検討下さい。

Ｓ
－
Ｌ
ＩＮ
Ｋ

ユ
ニ
ッ
ト

■ＳＵＮＸ社製
■制御Ｉ／Ｏ点数
最大１２８点

（ＳＬ－ＦＰ３）

→

Ｓ－ＬＩＮＫ
ユニット

ＡＦＰ２７８０

■制御Ｉ／Ｏ点数
最大１２８点

・ほぼ同等の仕様になります。

　高機能ユニット⑦

■データプロセス、ＭＥＷＮＥＴ－ＴＲ、リモートＩ／Ｏ、Ｓ－ＬＩＮＫ
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ＦＰ３、１０ＳＨ ＦＰ２、２ＳＨ
ユニット 主な仕様 品番 品番 主な仕様 注意点

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｈ

リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

■伝送速度　２Ｍｂｐｓ
■伝送路　同軸ケーブル
■ユニット数
最大６４台／ネットワーク
■ケーブル総延長　最大１ｋｍ
■ＰＣリンク
リレー　最大４０９６点
レジスタ　最大４０９６ワード
■コンピュータリンク
２Ｋバイト／パケット
■シリアル伝送
■データ転送
■リモートプログラミング
■コンピュータ間通信

ＡＦＰ３７００

→

ＦＬ－ＮＥＴ対
応
ユニット

品番未定
２００６年７月
発売予定

■伝送速度　１０Ｍｂｐｓ
■通信インターフェイス
Ｅｔｈｅｒnet
１０ＢＡＳＥ５／１０ＢＡＳＥ－Ｔ
■ノード数
最大２５４台
■ＰＣリンク
リレー　最大８１９２点
レジスタ　最大８１９２ワード
■データ転送（予定）
■リモートプログラミング（予定）

・ＦＬ－ＮＥＴ対応の商品を開発中

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｗ

リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

■伝送速度　５００ｋｂｐｓ
■伝送路　ツイストペアケーブ
ル
■ユニット数
ＰＣリンク　最大１６局
データ転送　最大３２局
■伝送距離　８００ｍ
■ＰＣリンク
リンクリレー　１０２４点
リンクレジスタ　１２８ワード
■リモートプログラミング

ＡＦＰ３７２０

→

マルチワイヤ
リンクユニット

ＡＦＰ２７２０

■伝送速度　５００ｋｂｐｓ
■伝送路　ツイストペアケーブル
■ユニット数
ＰＣリンク　最大１６局
データ転送　最大３２局
■伝送距離　８００ｍ
■ＰＣリンク
リンクリレー　１０２４点
リンクレジスタ　１２８ワード
■リモートプログラミング

・ほぼ同等の仕様になります。
・ＦＰ２（ＳＨ）はＭＥＷＮＥＴ－Ｗと兼用の
ユニットになります。モード設定スイッチ
をＷモードにして下さい。

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
－
Ｐ

リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

■伝送速度　３７５ｋｂｐｓ
■伝送路
２芯光ファイバケーブル
■ユニット数
ＰＣリンク　最大１６局
データ転送　最大６３局
■伝送距離
ユニット間隔　８００ｍ
総延長　１０ｋｍ
■ＰＣリンク
リンクリレー　１０２４点
リンクレジスタ　１２８ワード
■リモートプログラミング

ＡＦＰ３７１０

→

マルチワイヤ
リンクユニット

ＡＦＰ２７２０

同上 ・ＰＣリンクの機能は同等の仕様になり
ます。
・パソコン用のリンクボードはありませ
ん。
・伝送路の違いから、伝送距離、耐環境
性が根本的に異なります。
・システム上の問題が無いかの確認検
討が必要です。

Ｃ
－
Ｎ
Ｅ
Ｔ

リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

■インターフェース
ＲＳ４８５
■伝送速度（ＳＷ選択）
９６００／１９２００
■伝送距離　最大１２００ｍ
■伝送路
２芯ケーブルまたはツイストペ
アケーブル
■接続局数
コンピュータ１台あたり　最大３
２台

ＡＦＰ３４６３

→

ＭＣＵ
（マルチコミュ
ニケーション
ユニット）

ＡＦＰ２４６５
　＋
ＡＦＰ２８０５

各種設定はＳＷまたはメモリスイッチ
（ＦＰＷＩＮＧＲまたは命令）で行いま
す。
■インターフェース
通信ブロック方式×２
ＲＳ４８５　→　ＡＦＰ２８０５
■伝送速度
３００～２３０４００
■伝送距離　最大１２００ｍ
■伝送路
ツイストペアケーブルまたはＶＣＴＦ
■接続局数
コンピュータ１台あたり 最大９９台

・設定方法は異なりますが、機能面では
ほぼ同等の仕様になります。
・システム上の問題が無いかの確認検
討が必要です。

Ｅ
Ｔ
－
Ｌ
Ａ
Ｎ

ユ
ニ
ッ
ト

■インターフェース
１０ＢＡＳＥ５
■データ伝送速度
１０Ｍｂｐｓ
■通信コネクション数
最大８コネクション

ＡＦＰ３７９０

→

ＥＴ－ＬＡＮ
ユニット

ＡＦＰ２７９０

■インターフェース
１００ＢＡＳＥＴＸ／１０ＢＡＳＥＴ／１０Ｂ
ＡＳＥ５
■データ伝送速度
１００Ｍｂｐｓ／１０Ｍｂｐｓ
※インターフェースによる
■通信コネクション数
システムコネクション　→最大３
コネクション　→最大８
■その他機能
メール機能
オートコネクション機能
設定ソフトウェアあり

・ほぼ同等の機能以上です。
・ＦＰ３、１０ＳＨで作成したＥＴ－ＬＡＮユ
ニット用のプログラムはそのまま使用で
きます。（Ｉ／Ｏ割付は合わせる必要有
り）

　高機能ユニット⑧

■ネットワーク
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データアクセスユニットはＦＰ２、ＦＰ２ＳＨに対応していません。プログラマブル表示器ＧＴシリーズをご検討下さい。

■データアクセスユニットについて

パソコン

ＲＳ２３２ＣＩ／Ｆが
あるパソコンをご
使用下さい。

ＲＳ２３２ＣＩ／Ｆが
無い場合は、ＵＳ
Ｂ→ＲＳ２３２Ｃ変
換器等をご準備
下さい。

ＦＰプログラマ（Ⅱ）は、ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨに対応していません。プログラム編集にはＷｉｎｄｏｗｓ版ラダープログラミングソフト
『Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＦＰＷＩＮ　ＧＲ』をご使用下さい。ＭＳ－ＤＯＳ版ＮＰＳＴＧＲで作成したプログラムファイル（拡張子ｓｐｇ）もラダー
プログラムのみ読出可能です。

■プログラミングツールについて

　プログラミングツール等について

■プログラミングツールの接続方法

ＲＳ２３２Ｃ市販ス
トレートケーブル

アダプタ側は２５
ピンオス、パソコ
ン側はパソコンの
Ｉ／Ｆ形状に合わ
せて下さい。

ＲＳ４２２／２３２Ｃ
変換アダプタ

　ＡＦＰ８５５０

ＦＰ３

ＦＰ１０ＳＨ

ＦＰ３用接続ケーブル

　ＡＦＰ５５２０（５０ｃｍ）

　ＡＦＰ５５２３（１ｍ）

ＦＰ２

ＦＰ２ＳＨ

ＦＰ１０ＳＨ用接続ケーブル

　ＡＦＢ８５８１３（パソコン側　２５ピン　仕様）

　ＡＦＢ８５８５３（パソコン側　ＤＯＳ／Ｖ　９ピン　仕様）

ＦＰ０、Σ、Ｘ、２、２ＳＨ、ｅ接続ケーブル

　ＡＦＣ８５０３、ＡＦＣ８５０３Ｓ（パソコン側　ＤＯＳ／Ｖ　９ピン　仕様）

　ＡＦＣ８５１３（パソコン側　２５ピン　仕様）
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ＦＰ３ ＦＰ２ ＦＰ１０ＳＨ ＦＰ２ＳＨ 注意点
制御Ｉ／Ｏ点数
基本構成時 最大５１２点 最大７６８点 最大５１２点 最大７６８点

８スロット １２モジュール ８スロット １２モジュール
増設構成時 最大１５３６点 最大１６００点 最大２０４８点 最大１６００点 ＦＰ１０ＳＨ→ＦＰ２ＳＨで最大点数使用

２４スロット ２５モジュール ３２スロット ２５モジュール 時はリモートＩ／Ｏ等の併用が必要
リモート」Ｉ／Ｏ使用時 最大２０４８点 最大２０４８点 最大８１９２点 最大８１９２点

プログラム容量
内蔵メモリ １０ｋ／１６ｋ １６ｋ ３０ｋ ６０ｋ／１２０ｋ
増設メモリ使用時 － ３２ｋ ６０ｋ／１２０ｋ －

演算速度／命令 ０．５μｓ～ ０．３５μｓ～ ０．０４μｓ～ ０．０３μｓ～
演算用メモリ点数
外部入力 ２０４８ ２０４８ ８１９２ ８１９２
外部出力 ２０４８ ２０４８ ８１９２ ８１９２
内部リレー １５６８ ４０４８ １４１９２ １４１９２
タイマ／カウンタ ２５６ １０２４ ３０７２ ３０７２
リンクリレー ２０４８ ２０４８ １０２４０ １０２４０
パルスリレー － １０２４ ２０４８ ２０４８
異常報知リレー － － ２０４８ ２０４８
データレジスタ ２０４８ ６０００ １０２４０ １０２４０
ファイルレジスタ 設定可 設定可 ３２７６５ ３２７６５×３ ＦＰ３→ＦＰ２で使用状況によりメモリの

増設が必要
リンクレジスタ ２５６ ２５６ ８４４８ ８４４８
インデックスレジスタ ２ １４ １４×１６ １４×１６

マスターコントロール点数 ６４ ２５６点 ２５６点 ２５６点
ラベル数 合計２５６点 合計２５６点 合計２５６点 合計２５６点
ステップラダー数 １０００ １０００ １０００ １０００
サブルーチン数 １００ １００ １００ １００
コメント入力 内蔵 オプション オプション 内蔵 ＦＰ３→ＦＰ２の時はオプション必要
カレンダタイマ機能 内蔵 オプション 内蔵 内蔵 ＦＰ３→ＦＰ２の時はオプション必要

プログラム機種変換作業をする前に必ずプログラムのバックアップをとって下さい。ま
た、高機能ユニットのプログラムは個別で書換えが必要です。

ＦＰＷＩＮＧＲの『機種変換』機能
１，特殊データレジスタ番号の桁数（４桁→５桁）は自動変換します

２，ステップ数が増えることがあります。

３，インデックスレジスタ　ＩＸ→Ｉ０、ＩＹ→Ｉ０に自動変換します。

４，システムレジスタは初期化されるので、初期値以外で使用している場合は、事前に記録をしておいて下さい。

５，Ｉ／Ｏユニット割付、リモートＩ／Ｏ割付も初期化されるので、構成によっては事前に記録をしておいて下さい。

■プログラム変換について

　プログラム機種変換について

注意点はＦＰ３→ＦＰ２、ＦＰ１０ＳＨ→ＦＰ２ＳＨへ置き換えた場合

■基本仕様の違いと注意点
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　プログラム機種変換前に確認する内容①

■ＦＰ３→ＦＰ２でＦＬ（ファイルレジスタ）を使用しているとき

ＦＬで使用している最大Ｎｏ．とラダープログラム容量確認と記録（メモ）
①ＦＰ３で使用しているＦＬＮｏ．の最大値確認

※プログラム上で記述されているＦＬＮｏ．はメニューの『検索』→『使用Ｉ／Ｏリスト』で確認ができます。インデックスレジス
タ等を使用している場合は、プログラムで記述されていないＮｏ．も使用しているのでラダープログラムでの確認も必要で
す。※『詳細検索』でブロック転送等での記述されていないＮｏ．の検索は可能です。

②ＦＰ３プログラムサイズの確認

③オフラインでＦＰ２（１６ｋ）のプログラムを新規作成します。

④メニューの『オプション』→『ＰＬＣシステムレジスタ設定』で、『メモリ割付』タブ→『シーケンスプログラムエリア容量の設定』
でＦＰ３のプログラムサイズ＋必要サイズを設定します。

⑤『ＦＬ（ファイルレジスタ）使用可能ワード数』が表示されるので、ＦＰ３で使用しているＦＬがすべて確保できるかどうかを
確認します。

　確保できない時→１６ｋ増設ＲＡＭ追加が必要

　確保できる時 →１６ｋ増設ＲＡＭ不要

デバイス種別で『ＦＬ』を選択 大きい番号から確認 詳細検索をクリック

ラダープログラム表示のこ
こにプログラムのサイズが
表示されています

ここがポイント

ＦＰ３とＦＰ２では、使用できるＦＬの数はプログラム容量の増減で
変化します。またＦＰ３はプログラム容量を最大にしても使用でき
るＦＬの数は『０』にはなりません。ＦＰ１０ＳＨとＦＰ２ＳＨでは、使用
できるＦＬはプログラム容量とは無関係で固定になっています。

『＊』マークは使用している
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　プログラム機種変換前に確認する内容②

■システムレジスタで初期値（資料１，２）以外の項目確認と記録（メモ）
メニューの『オプション』→『ＰＬＣシステムレジスタ設定』でシステムレジスタの設定内容が確認できます

初期値以外で使用している項目のみ記録（メモ）しておいて下さい。

◆ＦＰ３→ＦＰ２機種変換時

・ＦＰ３では『メモリ割付』→Ｎｏ．２『コメント容量の設定』がありますが、ＦＰ２は標準でコメントの格納はできません。コメント
書き込みが可能なオプションメモリの追加で対応します。

　※ＦＰ２の『メモリ割付』→Ｎｏ．２は『コンフィグレーション容量の設定』になります。

・ＦＰ２にはＦＰ３には無い『イニシャルスイッチ設定』タブ、『ＣＯＭポート設定』タブ、その他数カ所の新規項目があります。
これらは初期値でＯＫです。

・ＦＰ３ツールポートのボーレートはＣＰＵ本体のＳＷで設定しますが、ＦＰ２は『ツールポート設定』タブのＮｏ．４１４『通信速
度設定』で設定します。

◆ＦＰ１０ＳＨ→ＦＰ２ＳＨ機種変換時

・ＦＰ１０ＳＨツールポートの各種設定はＣＰＵ本体のＳＷで設定しますが、ＦＰ２ＳＨは『ツールポート設定』タブで設定します。

・ＦＰ１０ＳＨＣＯＭポートの各種設定はＣＰＵ本体のＳＷとシステムレジスタの『通信ポート設定』タブで設定しますが、ＦＰ２
ＳＨは『ＣＯＭポート設定』タブで設定します。

ここがポイント

プログラムの機種変換を行った場合、システムレジスタの値は初
期化されます。初期値で使用している場合は、カウンタの開始Ｎｏ．
他一部の項目以外はそのままで使用できます。
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・ＰＬＣシステムレジスタ設定の『保持／非保持１』タブでＮｏ．５『カウンタの開始Ｎｏ．』とＮｏ．６『タイマ／カウンタ
保持型エリアの開始Ｎｏ．』の変更を必ず行って下さい。初期値で使用していた場合はそれぞれ『２００』に設定し
て下さい。

③ＦＬ（ファイルレジスタ）を使用している場合、メニューの『オプション』→『ＰＬＣシステムレジスタ設定』で、『シーケ
ンスプログラムエリア容量の設定』を変更し、使用しているＦＬのワード数を確保する。

■プログラム機種変換手順１

高機能ユニット関連のプログラム部分以外は、この手順で変換が完了します。
①ファイルまたは本体からＦＰＷＩＮＧＲにプログラムを読み出す

②オフラインでメニューの『ツール』→『機種変換』から機種変換を行う

③メニューの『オプション』→『ＰＬＣシステムレジスタ設定』で初期値以外で使用していた項目を設定する

変更したい機種を選択

下段部にも下図の様なメッセージが表示されます

　プログラム機種変換手順①

ＦＰ３→ＦＰ２のときはこの項目を必ず確認して下さい
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■プログラム機種変換手順２
④メニューの『デバッグ』→『トータルチェック』でプログラムのトータルチェックを行う

エラーがあるときは、内容を確認しプログラムを修正して下さい。

　プログラム機種変換手順②

エラーがないとき エラーがあるとき
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　資料１　ＦＰ３　システムレジスタ初期値
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　資料２　ＦＰ１０ＳＨ　システムレジスタ初期値
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